
第２次南あわじ市総合計画後期基本計画策定に係る
市民意識調査結果（概要）



調査概要

【目的】

後期基本計画の策定にあたって、市民の皆様のご意見や現行の総合

計画に基づきこれまで実施してきた施策の満足度等に関する評価を

反映させるため実施

【配布・回収状況】

調査対象 市内在住の１８歳以上の市民3,000人

抽出方法 住民基本台帳より無作為抽出

調査方法 郵送調査：郵送配布・回収
※回収についてはＷＥＢを併用

調査時期 令和３年６月21日（月）から７月13日（火）まで

配布数 3,000票

総回収数（率） 1,559票（52.0％）
調査票回答：1,341票 WEB回答：218票

有効回答数（率） 1,558票（51.9％）
調査票回答：1,340票 WEB回答：218票



回答者の属性

【性別】

【年齢】

男性

41.4%
女性

56.9%

１，２に当てはまらない

0.1%

無回答

1.7%

(n=1,558)

【実際の人口構成比との比較】

実際の人口に
よる構成比

回答者の
構成比

男性 48.2% 41.4%
女性 51.8% 56.9%

19歳以下

1.3%

20～29歳

5.2%

30～39歳

9.8%

40～49歳

15.0%

50～59歳

15.7%

60～64歳

9.7%

65～69歳

12.3%

70～74歳

12.7%

75歳以上

17.5%

無回答

1.0%

(n=1,558)

実際の人口に
よる構成比

回答者の
構成比

19歳以下 2.3% 1.3%
20～29歳 9.0% 5.2%
30～39歳 11.0% 9.8%
40～49歳 14.6% 15.0%
50～59歳 14.4% 15.7%
60～64歳 7.8% 9.7%
65～69歳 8.9% 12.3%
70～74歳 11.0% 12.7%
75歳以上 21.0% 17.5%

【実際の人口構成比との比較】



南あわじ市の暮らしや今後の居住意向について

【住みよさ】

34.1%

52.1%

10.1%

2.5%

1.2%

0% 20% 40% 60%

住みよい

どちらかといえば住みよい

どちらかといえば住みにくい

住みにくい

無回答

(n=1,558)

『住みよい』86.2％

『住みにくい』 12.6％

合計 住みよい どちらか
といえば
住みよい

どちらか
といえば
住みにく
い

住みにく
い

無回答

1,558 532 812 157 39 18
100.0 34.1 52.1 10.1 2.5 1.2
101 28 61 8 3 1

100.0 27.7 60.4 7.9 3.0 1.0
152 61 81 6 4 0

100.0 40.1 53.3 3.9 2.6 0.0
233 84 116 25 7 1

100.0 36.1 49.8 10.7 3.0 0.4
245 58 145 33 8 1

100.0 23.7 59.2 13.5 3.3 0.4
342 114 180 36 10 2

100.0 33.3 52.6 10.5 2.9 0.6
470 185 229 47 7 2

100.0 39.4 48.7 10.0 1.5 0.4
208 78 102 24 3 1

100.0 37.5 49.0 11.5 1.4 0.5
324 84 191 40 6 3

100.0 25.9 59.0 12.3 1.9 0.9
514 196 274 31 13 0

100.0 38.1 53.3 6.0 2.5 0.0
496 172 245 60 17 2

100.0 34.7 49.4 12.1 3.4 0.4

全　体

60歳代

70歳以上

居
住
地
区

緑地区

西淡地区

三原地区

南淡地区

 
年
 
齢

10歳・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

問７ 南あわじ市の住みよさ

上段:人
下段:％

○全体的には、「どちらかといえば住みよい」を合わせた「住みよい」は86.2％を超え、一方で「どちら
かといえば住みにくい」を合わせた「住みにくい」は12.6％である

○年齢別
30歳代で「住みよい」と感じている方が多い一方、50歳代で「住みにくい」と感じている方が多い

○居住地別
「西淡地区」、「南淡地区」で「住みにくい」と感じている方が全体に比べて高い



南あわじ市の暮らしや今後の居住意向について

【居住意向】

できれば、これから

もずっと南あわじ市

に住み続けたい

74.5%

一時的に南あわじ市外に転居する

と思うが、将来的には南あわじ市に

戻りたい

2.6%

できれば南あわじ市

以外に転居したい

6.0%

どちらともいえない

15.7%

無回答

1.2%

(n=1,558)

合計 できれば、これ
からもずっと南
あわじ市に住み
続けたい

一時的に南あわ
じ市外に転居す
ると思うが、将
来的には南あわ
じ市に戻りたい

できれば南あわ
じ市以外に転居
したい

どちらともいえ
ない

無回答

101 41 19 19 21 1
100.0 40.6 18.8 18.8 20.8 1.0

152 102 6 15 28 1
100.0 67.1 3.9 9.9 18.4 0.7

233 155 9 15 54 0
100.0 66.5 3.9 6.4 23.2 0.0

245 173 1 19 51 1
100.0 70.6 0.4 7.8 20.8 0.4

342 276 4 15 45 2
100.0 80.7 1.2 4.4 13.2 0.6

470 411 1 10 45 3
100.0 87.4 0.2 2.1 9.6 0.6

70歳以上

10歳・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

上段:人
下段:％

○年齢別
・10歳・20歳代で「住み続けたい」が低く、「転居したい」が高い
・一方で、「将来的には戻りたい」の割合も高く、将来的にはUターンも視野に入れている傾向がある



南あわじ市の暮らしや今後の居住意向について

【住み続けたい理由】

41.7%

51.9%22.1%

14.0%

9.6%

22.3%

2.4%

1.4%

5.6%

14.5%

25.0%

4.4%

2.9%

1.6%

2.3%

0% 20% 40% 60%

家族と一緒に住みたいから

むかしからずっと住んでいるから

南あわじ市内で働いているから、またこれからもずっと働くつもりだから

買い物や通勤に便利だから

食文化が豊かだから

自然が豊かな南あわじ市の環境が好きだから

歴史や文化が多く残る南あわじ市の風土が好きだから

スポーツやジャーを楽しめる環境が整っているから

子どもを育てやすく、教育環境が整っているから

住んでいる地域が好きだから

安心して生活することができるから

医療環境が整っているから

福祉サービスが整っているから

その他

無回答

(n=1,161)

○年齢別
・10歳代・20歳代では「住んでいる地域が好き」
他の世代に比べ10ポイント以上高い
・30歳代では、「家族と一緒に住みたい」「子
どもを育てやすく、教育環境が整っている」
が多い
・30歳代～50歳代では、「南あわじ市で働いて
いるから、またこれからもずっと働くつもり」
が他の世代に比べ10ポイント以上高い



南あわじ市の暮らしや今後の居住意向について

【住み続けたくない理由】 ○年齢別
・10歳・20歳代、40歳代では、「仕事の事情
（転勤など）」が多い
・10歳・20歳代、30歳代の若い世代では、「都
会的な生活にあこがれる」が他の世代に比べ
高い
・30歳代、50歳代、70歳以上で、「買い物や通
勤に不便」が多く、特に70歳以上では過半数
・50歳代では、「医療環境が整っていない」が
全体に比べ25ポイント高い
・50歳以上で「住んでいる地域に愛着がもてな
い」が3割を超え、70歳以上で「安心して生
活することができない」が過半数を超える

○居住地別
・緑地区では、「安心して生活することができ
ない」
・西淡、南淡地区では、「買い物や通勤に不便」
・三原地区では、「地域に愛着がもてない」が
それぞれ多い

15.0%

21.8%

18.8%

30.8%

16.5%

14.3%
6.8%

21.1%

15.8%

15.0%

8.3%

13.5%

4.5%

0% 20% 40%

親の住まいや結婚などの事情から

仕事の事情（転勤など）から

南あわじ市に働く場がないから

買い物や通勤に不便だから

都会的な生活にあこがれるから

スポーツやレジャーを楽しめる環境が整っていないから

子育てや教育環境が整っていないから

住んでいる地域に愛着がもてないから

安心して生活することができないから

医療環境が整っていないから

福祉サービスが整っていないから

その他

無回答

(n=133)



まちづくりの評価について

【満足度と推進度の相関関係】

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩

⑪⑫

⑬

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

4.00

4.20

2.00 2.20 2.40 2.60 2.80 3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00

満足度×推進度（全体）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

平均点 3.65

平均点 2.94

満足度

推
進
度

満足度 進捗度

①農畜水産業の振興 2.40 4.04

②商工業と地場産業の振興 2.41 3.94

③産業の創生 2.78 3.92

④観光・交流の推進 2.90 3.72

⑤子育て・教育環境の充実 3.23 3.86

⑥郷土愛の醸成 3.36 3.09

⑦生涯学習の促進 3.04 3.18

⑧市民主体のまちづくりの推進 2.91 3.29

⑨防災・消防の強化 3.09 3.74

⑩交通安全・防犯体制の推進 3.21 3.65

⑪健康・福祉の充実 3.24 3.55

⑫環境共生の推進 3.08 3.63

⑬都市基盤の整備 2.59 3.86

平均 2.94 3.65

○「Ⅲ」は「最重点分野」に分類された取組みであり、今後特に重点的な対策が必要とされる
①農地水産業の振興 ②商工業と地場産業の振興 ③産業の創生 ④観光・交流の推進 ⑬都市基盤の整備

○年齢別では、40歳代、70歳以上で全体とほぼ同様の結果となり、10歳・20歳代、30歳代は全体と比べて
満足度、推進度とも高い結果
○一方で、50歳代、60歳代は全体と比べて満足度、推進度とも低い結果
○緑、南淡地区は全体とほぼ同様の結果となり、西淡地区では全体と比べて満足度が低く、三原地区では全体
と比べて満足度が高い

Ⅰ：満足度が高く、進捗度も高い項目【推進】
Ⅱ：満足度は高いが、推進度は低い項目【軽量化・見直し】
Ⅲ：満足度は低いが、推進度は高い項目【最重点分野】
Ⅳ：満足度が低く、推進度も低い項目【要改善】



まちづくりの評価について

【総合計画に掲げる市民の役割の実践度】

○前ページの行政の取組みに対する満足度と市民の役割
の実践度とを比較

○満足度・実践度とも低い項目
「①農畜水産物の地産地消や後継者の育成」
「②地元作用点での買い物や地元商品のPR発信」
「③地元特産品の積極的な購入やUJIターン希望者
への情報提供など、新たな産業づくりのための
取組み」

「④来訪者に対しおもてなしの心で迎え、地域の
魅力を市内外に広く発信」

「⑧地域活動に関心を持ち、人との繋がりをつくるこ
とや地域のさまざまな課題への意識の向上」

「⑬移住・定住に向けた空き家の利活用や公共交
通の利用」

○満足度・実践度とも高い項目
「⑤家庭における基本的な生活習慣の習得や地域
の子どもたちに対する目配り」

「⑥地域に愛着を持ち、ふるさと資源を守り伝承
すること」

「⑦文化・芸術活動やスポーツなどによる市民間の交
流や自身の健康増進」

「⑨ハザードマップの確認や避難訓練の参加など、
防災意識の向上」

「⑩交通ルールを守るとともに、防犯意識を高く
持つなど、交通事故や犯罪などの未然防止」

「⑪高齢者・障がい者に対して介護予防や健康づ
くりを進めるとともに、自身における健康意識
の向上」

「⑫生活排水の適正な処理、地域の清掃活動の参
加などによる環境美化への取組み」

15.1%

29.5%

14.0%

24.9%

39.0%

38.4%

28.2%

23.6%

44.0%

53.0%

41.7%

52.2%

6.7%

41.1%

36.1%

34.5%

27.2%

18.4%

19.8%

28.8%

30.2%

26.0%

13.8%

20.7%

17.3%

48.1%

40.1%

30.7%

46.9%

43.0%

38.6%

37.7%

39.3%

41.9%

26.3%

29.1%

34.2%

26.7%

41.5%

3.6%

3.7%

4.6%

4.9%

4.0%

4.0%

3.7%

4.3%

3.7%

4.0%

3.3%

3.7%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①農畜水産物の地産地消や後継者の育成

②地元商店での買い物や地元商品のＰＲ発信

③地元特産品の積極的な購入やＵＪＩターン希望者への

情報提供など、新たな産業づくりのための取組み

④来訪者に対しておもてなしの心で迎え、地域の魅力を市内外に広く発信

⑤家庭における基本的な生活習慣の習得や地域の子どもたちに対する目配り

⑥地域に愛着を持ち、ふるさと資源を守り伝承すること

⑦文化・芸術活動やスポーツなどによる市民間の交流や自身の健康増進

⑧地域活動に関心を持ち、人との繋がりをつくることや

地域のさまざまな課題への意識の向上

⑨ハザードマップの確認や避難訓練の参加など、防災意識の向上

⑩交通ルールを守るとともに、防犯意識を高く持つなど、

交通事故や犯罪などの未然防止

⑪高齢者・障がい者に対して介護予防や健康づくりを

進めるとともに、自身における健康意識の向上

⑫生活排水の適正な処理、地域の清掃活動の参加などによる環境美化への取組み

⑬移住・定住に向けた空き家の利活用や公共交通の利用

（n=1,558）できている できていない わからない 無回答



男女共同参画について

【女性活躍を推進する上での重要項目】

○全体的には、「男性の積極的な家事・育児・介護の参加」が高く、家庭での役割分担が重視されている
○性別では、「男性の積極的な家事・育児・介護の参加」で女性の方が若干高い
○年齢別では、10歳・20歳代、30歳代で「男性の積極的参加」「保育」が他の世代に比べ高く、「高齢者
施設・病院」では、年代が上がるにつれて高くなる傾向

24.5%

8.0%

15.9%

19.4%

8.9%

3.9%

10.2%

3.5%

5.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

男性の積極的な家事・育児・介護の参加

夫以外の家族・地域による家事・育児・介護の支援

保育の施設・サービスの充実

高齢者施設や病院、介護サービス等の充実

利用しやすい（育児・介護以外の）

家事サービスがあること

企業等における管理職への登用

起業やスキルアップに向けた研修や就職相談等の

再就職しやすい環境が整っていること

その他

無回答

(n=1,558)

合計 男性の積
極的な家
事・育
児・介護
の参加

夫以外の
家族・地
域による
家事・育
児・介護
の支援

保育の施
設・サー
ビスの充
実

高齢者施
設や病
院、介護
サービス
等の充実

利用しや
すい（育
児・介護
以外の）
家事サー
ビスがあ
ること

企業等に
おける管
理職への
登用

起業やス
キルアッ
プに向け
た研修や
就職相談
等の再就
職しやす
い環境が
整ってい
ること

その他 無回答

1,558 381 125 248 303 138 60 159 55 89
100.0 24.5 8.0 15.9 19.4 8.9 3.9 10.2 3.5 5.7
645 147 62 114 106 55 32 56 30 43

100.0 22.8 9.6 17.7 16.4 8.5 5.0 8.7 4.7 6.7
886 230 60 130 191 79 27 101 25 43

100.0 26.0 6.8 14.7 21.6 8.9 3.0 11.4 2.8 4.9
1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
101 37 5 30 5 5 5 13 1 0

100.0 36.6 5.0 29.7 5.0 5.0 5.0 12.9 1.0 0.0
152 52 15 39 6 16 3 14 4 3

100.0 34.2 9.9 25.7 3.9 10.5 2.0 9.2 2.6 2.0
233 67 24 45 16 15 12 33 16 5

100.0 28.8 10.3 19.3 6.9 6.4 5.2 14.2 6.9 2.1
245 53 19 39 39 25 18 32 9 11

100.0 21.6 7.8 15.9 15.9 10.2 7.3 13.1 3.7 4.5
342 90 28 54 64 32 10 34 10 20

100.0 26.3 8.2 15.8 18.7 9.4 2.9 9.9 2.9 5.8
470 81 33 38 171 41 11 32 15 48

100.0 17.2 7.0 8.1 36.4 8.7 2.3 6.8 3.2 10.2
208 59 9 36 40 18 9 18 11 8

100.0 28.4 4.3 17.3 19.2 8.7 4.3 8.7 5.3 3.8
324 70 30 52 67 28 9 32 9 27

100.0 21.6 9.3 16.0 20.7 8.6 2.8 9.9 2.8 8.3
514 120 46 88 99 45 22 56 14 24

100.0 23.3 8.9 17.1 19.3 8.8 4.3 10.9 2.7 4.7
496 129 38 70 96 43 19 51 21 29

100.0 26.0 7.7 14.1 19.4 8.7 3.8 10.3 4.2 5.8

問14 女性活躍を推進する上での重要項目

性
 
別

男性

女性

１，２に当て
はまらない

 
年
 
齢

10歳・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

居
住
地
区

緑地区

西淡地区

三原地区

南淡地区

全　体

上段:人
下段:％



新型コロナウイルス感染症について

【新型コロナウイルスによる影響】①

○年齢別
・10歳・20歳代では、「就職難、仕事探しが難しい」「精神的なストレスの増加」が全体と比べて高い
・30歳代では、「子育ての負担増」が高い
・「地域での付き合い・交流の減少」は年代が上がるにつれ高くなる傾向であり、60歳代、70歳代では3割以上



新型コロナウイルス感染症について

【新型コロナウイルスによる影響】②

○職業別
・自営業・自由業、農林漁業では、「収入の減少」が4割以上で全体を大きく上回る
・学生では、「就職難、仕事探しが難しい」「学力の低下、受験への影響」「運動・スポーツの機会の減少」が
他職業に比べて高い他、「精神的なストレスの増加」が過半数
・農林漁業では、「地域での付き合い・交通の減少」が全体に比べて高い



南あわじ市の広報活動について

【南あわじ市の情報の入手方法】

○全体的には「広報南あわじ（冊子）」が72.4％と他
の手段と比べ圧倒的に高い

○年齢別
・10歳・20歳代では、「広報南あわじ（冊子）」
が全体の10ポイント低い
・「ホームページ」は、年代が下がるにつれ高くな
る傾向
・「コミュニティチャンネル」は10歳・20歳代、
30歳代で全体に比べ10ポイント以上低い
・「防災行政無線」「市発行のパンフレット」「回
覧板」「新聞」は、年代が上がるにつれ高くなる
傾向

72.4%

6.0%

21.2%

28.6%

15.6%

2.9%

12.7%

5.6%

23.5%

25.9%

2.2%

3.0%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80%

広報南あわじ（冊子）

広報南あわじ（ウェブ・電子）

南あわじ市ホームページ

さんさんネットコミュニティチャンネル

防災行政無線（戸別受信機）

市公式フェイスブック（Facebook）・ツイッター

（Twitter）・インスタグラム（Instagram）

市が発行したチラシ・パンフレット

地域づくり協議会が発行した地区の広報紙

地区の回覧板

新聞

市役所の窓口や電話での問い合わせ

その他

無回答

(n=1,558)



南あわじ市の広報活動について

【南あわじ市に関して知りたい情報】

○全体的には、「年金・税・保険」「健康・福祉」
「新型コロナウイルス関連」

○年齢別
・10歳・20歳代、40歳代では、「新型コロナウイ
ルス関連」、30歳代では、「子育て・教育」が
多い
・50歳代では、「年金・税・保険」、60歳代、70歳
以上では、「健康・福祉」が多い
・すべての世代で、「年金・税・保険」「新型コロ
ナウイルス関連」が20～30％前後であり、関心が
高い
・40歳以下では、「子育て・教育」が全体に比べて
10ポイント以上高い

4.2%

32.6%

32.8%

5.4%

14.5%

14.7%

12.4%

8.9%

4.9%

4.3%

6.2%

18.4%

10.7%

6.1%

4.4%

29.8%

2.4%

7.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

戸籍・住民票・マイナンバー

年金・税・保険

健康・福祉

住宅・上下水道・道路

防災・防犯

子育て・教育

ごみ・環境

事業・計画・施政方針

市議会

財政状況

産業・雇用

観光・イベント

特産品・グルメ

芸術・歴史・文化財

スポーツ

新型コロナウイルス関連

その他

無回答

(n=1,558)



持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）について

【認知度】

・年代が下がるにつれて、「知っている」の割合が高い
10・20歳では40.6％である一方、70歳以上では9.6％

・「貧困をなくそう」は年代が下がるにつれて高くなる傾向
・緑、三原地区で「質の高い教育をみんなに」がやや高い
・西淡、南淡地区で「海の豊さも守ろう」がやや高い

知っている

22.8%

聞いたことはあるが、

内容は知らない

27.2%

聞いたことはない

（知らない）

43.2%

無回答

6.8%

(n=1,558)

【自治体が取り組むべき重要項目】

21.6%

9.4%

45.9%

15.7%

4.7%

9.9%

11.1%

21.9%

6.4%

8.8%

35.0%

6.4%

12.1%

12.7%

8.0%

9.9%

1.2%

7.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなにそしてクリーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさも守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

無回答

(n=1,558)


